
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 藤村　朗　教授　（解剖学講座機能形態学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

微小循環と血管、リンパ管新生について講義する。演習では顕微鏡写真の撮り方、一般および免疫染色法、電子顕微鏡試料の作
成、コンピューターグラフィックスによる三次元再構築法の基本を伝授する。論文抄読と臨床解剖所見検討を通じて論文の読み
方、論文の書き方の基本を教える。これらの成果は論文としてまとめさせる。

レポート、論文抄読のディベート、口頭試問および出席にそれぞれ配分した評点を、総合的に評価する。

口腔粘膜のリンパ管の構築と機能
藤村教授(8回）
安藤助教（7回）

機能形態学分野
研究室

藤村教授(15回）
安藤助教（15回）

機能形態学分野
研究室

月 19:15～20:45
前期
(15回）

2 講義・演習 解剖学

火 18:00～19:30
通年
(30回）

4 講義・演習 口腔解剖学

コンピューターによる三次元再構築
法

微小循環概論

解剖学

火 19:40～21:10
通年
(30回）

4 講義・演習 口腔解剖学

マイクロＣＴによる骨再生の評価法
藤村教授(8回）
安藤助教（7回）

微小循環概論（悪性腫瘍の転移経
路）

藤村教授(15回）
安藤助教（15回）

機能形態学分野
研究室

水 19:15～20:45
通年
(15回）

1 実験・実習

専攻別学科目名　口腔解剖学　　　　　　　

機能形態学分野
研究室

藤村教授(8回）
安藤助教（7回）

機能形態学分野
研究室

金 19:15～20:45
後期
(15回）

2 講義・演習 口腔解剖学



専攻別学科目名　口腔組織学　　　　　　　　
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

金 19:15～20:45
発生生物・再生医
学分野研究室

原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

国際的な学術雑誌から顎口腔領域
の発生における分子メカニズムに関
する情報の習得と研究手法の進歩を
理解する。

口腔組織学
組織学

講義
論文抄読

2
後期

(15回）

講義

発生学の基本的な概論を理解し、発生のモデルとして「歯胚の発生・分化」と「顎・顔面の発生・分化」について学習する。特に、臨
床との関連性を理解するために歯牙と顔面の形成異常を伴う遺伝子疾患についても文献等を用いながら知識を習得する。さらに
動物実験モデルを用いた研究などを参考に国際的な研究についてその現況を知る。研究に必要な実践的な学習として、形態的な
研究手法から細胞培養や分子生物学的な手法を学ぶ。アドバンスコースとして将来的な再生医療に向け、再生医学の理論と実践
を学び、細胞培養法の組織再生への応用技術習得を目指す。自ら研究計画を立案し、研究成果を学会、論文等に発表できるまで
を達成目標とする。

発生生物・再生医
学分野研究室

原田　英光　教授 (解剖学講座発生生物・再生医学分野)

演習結果とそれについての口頭試問、論文抄読および出席点を加味して総合的に評価する。

基本的な組織標本の作り方及び、バ
イオイメージング法による形態の観
察法を学習する。

原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

口腔組織学
組織学

口腔組織学
組織学

火 8：50～10：20
前期

(15回）
2 講義

火 10:30～12:00
後期

(15回）
2

国際的な学術雑誌から顎口腔領域
の発生における分子メカニズムに関
する情報の習得と研究手法の進歩を
理解する。

口腔組織学
組織学

免疫組織化学の基礎と実践
原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

発生生物・再生医
学分野研究室

水 13:00～16:10
後期

(15回）
2 実験･実習

原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

組織・器官培養法の基礎と理論を学
び、実際に組織・器官を用いた培養
手法を学習する。

原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

発生生物・再生医
学分野研究室

金 19:15～20:45
前期

(15回）
2

講義
論文抄読

口腔組織学
組織学

発生生物・再生医
学分野研究室

原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

発生生物・再生医
学分野研究室

土 10:30～12:00
通年

(15回）
2 講義・演習

口腔組織学
組織学

発生生物学の理論と概要を学び、さ
らに再生医学の基礎と理論を学習す
る。

前期
(15回）

13:00～16:10
発生生物・再生医
学分野研究室

金
原田教授(5回）
藤原講師(5回）
大津助教(5回）

細胞培養法の基礎と理論を学び、実
際に細胞を用いた培養手法を学習す
る。

口腔組織学
組織学

実験･実習2



専攻別学科目名　口腔生理学　　　　　　　
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 佐原　資謹　教授　（生理学講座病態生理学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

実験・実習

レポート、口頭試問により評価する。

病態生理学分野
研究室

水

佐原教授（8回）
深見助教（7回）

病態生理学分野
研究室

佐原教授（10回）
成田講師（10回）
深見助教（10回）

月 13：00〜14：30
通年
(隔週
15回）

1 実験・実習

13：00〜14：30
通年
(30回）

4 講義 生理学

金 19：15〜20：45
通年
(隔週
15回）

生理学1

口腔生理学特論
（味覚生理学、咀嚼運動の生理学）

成田講師（8回）
深見助教（7回）

病態生理学分野
研究室

火 19：15〜20：45
通年
(隔週
15回）

2 講義

口腔生理学特論
（末梢および中枢神経系における興
奮の記録）

成田講師（15回）
深見助教（15回）

病態生理学分野
研究室

火 13：00〜14：30
通年
(30回）

4 講義 口腔生理学

月 19：15〜20：45
通年
(30回）

4 講義

生理学

口腔生理学

口腔に関連する生理機能、とりわけ、味覚・嗅覚、痛覚および咀嚼・嚥下、摂食・飲水行動を研究する際の手法と問題点を講義す
る。実習では末梢および中枢神経系での神経応答記録法（細胞内、細胞外記録法）、パチクランプ法、カルシウムイメージング法な
らびに脳波、筋電図、fMRIなどの記録法の基本を教育する。

佐原教授（8回）
深見助教（7回）

成田講師（15回）
深見助教（15回）

生理学特論　（感覚、運動、高次機
能の神経機序）

生理学総論

病態生理学分野
研究室

口腔生理学総論

生理学特論　（感覚、運動の神経機
序）

口腔生理学

病態生理学分野
研究室



専攻別学科目名　  口腔生化学　　　　　　　　
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 石崎　明　教授　（生化学講座細胞情報科学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

レポート、口頭試問および出席状況について総合的に評価する。

生化学講座細胞
情報科学分野研
究室

金 13:00～16:10

前期
(後半8回）

後期
(15回）

3 実験・実習
生化学

口腔生化学

生化学講座細胞
情報科学分野実
験室

・分子生物学基礎実験

石崎教授（7回）
加茂准教授（6回）
客本講師（6回）
帖佐助教（4回）

生化学
口腔生化学

水 19:15～20:45
前期

(15回）
2 講義

生化学
口腔生化学

生化学
口腔生化学

・論文抄読会
生化学講座細胞
情報科学分野研
究室

・情報伝達機構
・癌の生化学
・分子生物学的方法論

石崎教授（5回）
加茂准教授（4回）
客本講師（3回）
帖佐助教（3回）

火 18:00～19:30
前期

(後半8回）
1 演習

細胞の増殖・分化・細胞死に関わるシグナル伝達機構や癌化の機構について解説・講義する。演習では最新の英論文を読むこと
で論文作成に必要な基本事項を教える。実験・実習では分子生物学的手法を学ぶとともに生体成分の分析、トランスクリプトーム
解析、プロテオーム解析等の技術を習得する。また、実験を通してデータの記録、解釈等を身につけさせる。

月 13:00～16:10
通年

(30回）
4

石崎教授（3回）
加茂准教授（2回）
客本講師（2回）
帖佐助教（1回）

・生体成分の分離・同定ならびに性
状
 の解析
・タンパク質の解析法

石崎教授（9回）
加茂准教授（9回）
客本講師（7回）
帖佐助教（5回）

生化学講座細胞
情報科学分野実
験室

実験・実習



専攻別学科目名　口腔病理学　　　　　　　　
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 武田　泰典　教授（病理学講座病態解析学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

18:00～19:30

レポート、演習成果（口頭発表ならびに論文形式の報告書の作成等）、口頭試問、出席状況などを総合して評価する。

系統的疾患、口腔粘膜疾患、唾液腺病変、歯原性病変などを取り上げ、診断のための諸情報の収集、病因論、病変発現にあたっ
て関与する諸因子と経過、研究すべき問題点などを講義する。演習では正常組織と病的組織との比較検討、病的組織の観察と記
録方法、形態計測法、各種染色法、文献の読み方や論文の書き方などの基本を教育する。

19:15～20:45
通年

 (30回)
4 講義・演習

　病理学
口腔病理学

通年
 (30回)

2 実験・実習

実験・実習

金

病理学
論文抄読
組織所見の解析

病理組織検査
病理組織学的検索法

武田教授（12回）
佐藤講師（9回）
 三上特任講師（9回）

武田教授（12回）
佐藤講師（9回）
 三上特任講師（9回）

武田教授（12回）
佐藤講師（9回）
 三上特任講師（9回）

病理学

病理診断学
病理組織学的検索法

火

口腔病理学 歯科臨床のための病理学

火 13:00～14:30
通年

 (30回)
2

武田教授（12回）
佐藤講師（9回）
 三上特任講師（9回）

病態解析学分野
研究室

病態解析学分野
研究室

病態解析学分野
研究室

病態解析学分野
研究室

月 10:30～12:00
通年

 (30回)
4 講義・演習



専攻別学科目名　口腔微生物学　　　　　　　　　
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 木村　重信　教授（微生物学講座分子微生物学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間
単位
数

授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

口腔領域の特異性を踏まえながら、口腔病原微生物のビルレンス因子とそれに対する生体の防御機構との相互作用という観点か
ら、口腔感染症の病因論について講義し、今後研究すべき点について討論する。実験・実習および演習では、細菌学的・免疫学的
研究法、分子生物的学的・遺伝学的研究法および文献検索法、論文作成法等について学生に理解，習熟させ、研究成果を学術
雑誌に報告させる。

論文抄読会・研究成果発表会のレポートおよび口頭試問の評価から進捗状況の評価点を算定する。これに出席点を加味し、総合
的に評価する。

分子微生物学分
野 研究室

宿主免疫応答解析法

木 13:00～14:30

土

通年
 (30回）

2

分子微生物学分
野 研究室

宿主免疫応答解析法
分子微生物学分
野 研究室

10:30～12:00
通年

（第１,４土曜
全15回）

2 講義・演習
微生物学

口腔微生物学

実験・実習
微生物学

口腔微生物学
免疫学

口腔疾患における宿主ー寄生体相
互作用

分子微生物学分
野 研究室

火 10:30～12:00
通年

 (30回）

水 18:15～19:45
通年
(隔週
15回）

1 実験・実習
微生物学

口腔微生物学
免疫学

分子微生物学分
野 研究室

分子微生物学分
野 研究室

4 講義・演習 免疫学

微生物学
口腔微生物学

論文抄読会，研究成果報告会

2

2 講義・演習

講義・演習 免疫学
微生物のビルレンス因子に対する宿
主免疫応答

微生物のビルレンス因子に対する宿
主免疫応答

水 13:00～14:30

火 18:15～19:45
通年
(隔週
15回）

通年
(隔週
15回）

木村教授（15回）
佐々木准教授（10回）
下山助教（5回）

木村教授（5回）
佐々木准教授（5回）
下山助教（5回）

木村教授（10回）
佐々木准教授（5回）

木村教授（5回）
佐々木准教授（5回）
下山助教（5回）

木村教授（5回）
佐々木准教授（20回）
下山助教（5回）

木村教授（10回）
佐々木准教授（5回）



専攻別学科目名　歯科薬理学　　　　　　　　　
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 加藤　裕久　教授（薬理学講座病態制御学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

薬物一般

病態制御学分野
研究室

病態制御学分野
研究室

歯科で使用される薬物
加藤教授（5回）
田村講師（10回）

前期
（15回）

2 講義 薬理学

2

加藤教授（10回）
田村講師（5回）

病態制御学分野
研究室

木 19:15～20:45
通年
(30回)

う蝕抑制の薬物、抗う蝕用のワクチ
ン、バイオフィルムと薬物

加藤教授（15回）
田村講師（15回）

病態制御学分野
研究室

金 13:00～14:30
前期

（15回）

金 19:15～20:45

講義

水 13:00～16:10
通年
(30回)

4 実験・実習 薬理学

火 19:15～20:45
通年
(30回)

2 実験・実習 歯科薬理学

月 14:40～16:10
通年
(30回)

2 実験・実習 歯科薬理学

月 19:15～20:45
後期
（8回）

1 講義・演習 薬理学

月 13:00～14:30
後期
（8回）

1 講義・演習 歯科薬理学

2

演習（論文抄読）、レポート、口頭試問および出席を総合的に評価する。

薬理学に関する講義や基礎的論文の紹介をし、研究遂行に必要である基本的知識、実験手技、当該領域での問題点や発展性な
どについて解説する。また、細菌の薬理学・歯科薬理学の発展状況について基本的知識を講義する。演習では論文の読み方、書
き方、発表の仕方などの基本を教育する。

歯科で使用される薬物
加藤教授（5回）
田村講師（3回）

実験・実習 薬理学

病態制御学分野
研究室

う蝕抑制の薬物、抗う蝕用のワクチ
ン、バイオフィルムと薬物

加藤教授（15回）
田村講師（15回）

薬物一般
加藤教授（5回）
田村講師（3回）

病態制御学分野
研究室

バイオフィルムと薬物
加藤教授（15回）
田村講師（15回）

歯科薬理学

病態制御学分野
研究室

病態制御学分野
研究室

バイオフィルムと薬物
加藤教授（15回）
田村講師（15回）



専攻別学科目名　歯科理工学　　　　　　
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 三浦　廣行　教授　（口腔保健育成学講座　歯科矯正学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

矢巾キャンパス

平准教授（4回）

根津講師（4回）

平准教授（5回）

根津講師（10回）

平准教授(10回）

根津講師（5回）

根津講師（8回）

示差熱分析、赤外線分光分析、原子
間力顕微鏡観察、Ｘ線光電子分光分
析、ダイナミック微小硬さ測定

医療工学講座
研究室

医療工学講座
研究室

平准教授（8回）

木

木 18：00～19：30
後期

(15回）
1

前期
(8回）

1
後期

(15回）

13：00～14：30 1

月

生体と材料特論

10：30～12：00

火 講義
後期
(8回）

118：00～19：30

レポート、口頭試問による評定に出席点を加味して、総合的に評価する。

歯科医療において生体機能を代替
する材料の特性および応用技術

医療工学講座
研究室

材料の毒性・アレルギー性、生体適
合性およびインプラント材料の骨伝
導能

前期
(8回）

1 講義
歯科生体材料

特論

歯・骨・周囲組織の力学的特性・力
学的応答と歯科治療装置の材料力
学

医療工学講座
研究室

講義 生体力学特論

医療工学講座
研究室

示差熱分析、赤外線分光分析、原子
間力顕微鏡観察、Ｘ線光電子分光分
析、ダイナミック微小硬さ測定

金 13：00～14：30
後期
(8回）

1 講義 生体と材料特論

木 13：00～14：30

講義 生体力学特論
歯・骨・周囲組織の力学的特性・力
学的応答と歯科治療装置の材料力
学

実習 機器分析実習

実習 機器分析実習

歯科医療における歯科材料・歯科生体材料の先端的課題を理解し、材料研究を推進するための基本的かつ先端的な手法を習得
する。

医療工学講座
研究室

金 19：15～20：45 根津講師（8回）
前期
(8回）

1

材料の毒性・アレルギー性、生体適
合性およびインプラント材料の骨伝
導能

平准教授（8回）
医療工学講座
研究室



専攻別学科目名　予防歯科学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　○授業の目的（目標）

　○担当責任者 稲葉　大輔　准教授（口腔医学講座　予防歯科学分野）

　○　成績評価 症例報告、レポートおよび口頭試問で総合的に評価する。

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間
単位
数

授業区分 科目区分 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

一般社団法人日本口腔衛生学会認定医・指導医　○資格取得等について

土 8:50～12:00

通年
(第1・第4土
曜日開講、
全15回）

2 予防歯科学
予防歯科外来
診療室

臨床実習

水 18:00～19:30

予防歯科外来
診療室

金 18:00～19:30
通年
(15回)

2 演習 予防歯科学 論文抄読

木 13:00～16:10
前期
(15回)

2 実習 予防歯科学

月 8:50～10:20
通年
(30回)

4 講義 予防歯科学

専門領域における指導的な役割を担うために、外来での実習を通して高度の専門的知識および技能を身につける。

通年
(30回)

稲葉准教授（8回）
岸特任准教授（7回）

予防歯科学分野
医局

実習

4 講義 予防歯科学

齲蝕診断学と齲蝕予防法
予防歯科学分野
医局

稲葉准教授（15回）
阿部特任講師（15回）

稲葉准教授（15回）
岸特任准教授（15回）

阿部特任講師（7回）
南助教（8回）

岸特任准教授（8回）
相澤助教（7回）

臨床実習

予防歯科学分野
医局

齲蝕診断学と齲蝕予防法



専攻別学科目名　歯周療法学　（含　高度臨床歯科医育成コース）
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 八重柏　隆　　教授　（歯科保存学講座歯周療法学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

後期
 (15回）

2 講義

金

歯周病学

歯周病学
後期

 (15回）
木 18:00～19:30

水 13:00～14:30

症例検討会 八重柏教授（30回）歯周病学

歯周療法学に関する診断と治療基本的知識・技能、論文抄読・研究成果の発表などを、口頭試問、レポートで
総合的に評価する。

歯周病学総論

歯周療法学
分野研究室

月 14:40～16:10

歯周基本治療および歯周外科

歯周療法学
分野研究室

歯周病学

外来診療室

佐々木助教（15回）
歯周療法学
分野研究室

伊東助教（15回）

歯周病学各論

藤原助教（15回）

八重柏教授（15回）

後期
 (15回）

2

歯周療法学
分野研究室

木 14:40～16:10
通年
(15回)

1 実習 歯周病学

歯周療法学に関係する病変を論拠を持って的確に診断し、生体に最も侵襲の少ない処置法を行える臨床技能・知識を習得する。

18:15～19:45
通年

(30回）
4 演習

2 講義

講義

日本歯周病学会認定医・専門医、日本歯科保存学会専門医

歯周組織の再生療法



専攻別学科目名　う蝕治療学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 野田　守　教授　（歯科保存学講座　う蝕治療学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価 発表形式の症例報告・レポート、研究成果の発表実績により評価します。

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間
単位
数

授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

野田教授（15回）
う蝕治療学分野
研究室

水

木 14：40～16：10
通年

（15回）
2 講義

総合歯科教育
学

う蝕治療学分野
研究室

通年
（30回）

2 実習 外来診療室

木 14：40～16：10
通年

（15回）
講義2 歯内療法学

18：15～20：15

保存修復において使用される材料の特性を科学的に理解し、より生体親和性が高く、生体への侵襲の少ない処置方法を選択し実
践できる診断能力および技術の習得を目標とします。

日本歯科保存学会　専門医

総合歯科教育
学

審美修復実習

鋳造修復法、口腔診断学

マイクロスコープを利用した歯内療法
歯内外科療法

う蝕治療学分野
研究室

外来診療室

野田教授（30回）

月 14：40～16：10
通年

（15回）
2 講義

14：40～16：10
通年

（15回）
月 野田教授（15回）

保存修復学

工藤准教授（15回）

2

月 18：15～20：15
通年

（30回）
2 実習 保存修復学

野田教授（15回）
う蝕治療学分野
研究室

鋳造修復実習 工藤准教授（30回）

講義

象牙質接着材料の接着機構と研究
法

保存修復学

審美修復法



専攻別学科目名　口腔外科学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 水城　春美　教授　（口腔顎顔面再建学講座　口腔外科学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

口腔外科学分野
研究室

口腔外科学分野
研究室

口腔外科学分野
研究室

口腔外科学分野
研究室

口腔外科学分野
研究室

4 実習 口腔外科学

4 演習

後期
（15回）

2 実習 口腔外科学月 13：00～16：10

月 18：15～19：45
通年

（30回）
4 演習 口腔外科学

18：00～19：30
通年

（30回）

前期
(15回）

木 14:40～16:10

木

青村助教（15回）
八木助教（15回）

実習

実習2金 8：50～12：00

金 13：00～16：10
通年

（30回）

13：00～16：10

水城教授（15回）

水城教授（30回）

青村助教（15回）
八木助教（15回）

口腔外科学の研究課題について、研究を遂行のための種々の基礎的および臨床的なアプローチの方法について講義する。研究
課題はあくまでも臨床に則したものとする。演習では研究手法や論文作成のための基礎事項を教育する。実習では外来および病
棟での診療を通して口腔外科の臨床技能・知識を身につけさせ、成果については英文または邦文のレポートとする。

口腔外科の診断・治療に関する基本的知識・臨床技能の評価、論文抄読・研究成果発表、演習結果のレポートと口頭試問および
出席状況などを総合的に評価する。

標本作製、観察、その他

論文抄読

症例検討

標本作製、観察、その他
口腔外科学分野
研究室

月 10:30～12:00 2 実習

4

通年
 (30回）

4 講義

通年
（30回）

木

口腔外科病棟

口腔外科疾患の診断学、治療学実
習

口腔外科学特
論

口腔外科疾患の診断学、治療学実
習

臨床研修終了後、口腔外科を２年以上研修すると（社）日本口腔外科学会専修医の受験資格が得られる。

口腔外科（A）
外来診療室

口腔外科学特
論

通年
 (30回）

杉山教授（20回）
星准教授（10回）

月 13:00～14:30
通年

 (30回）
2 実習 杉山教授（30回）

火 10:30～12:00

杉山教授（30回）

2

大学院歯学研究
科演習室

杉山教授（15回）
星准教授（15回）

口腔外科学分野
医局

杉山教授（15回）
星准教授（15回）

水城教授（15回）

水城教授（30回）標本作製、観察、その他

月 18:15～19:45
通年

 (30回）
2 実習

前期
（15回）

通年
 (30回）

4 講義
口腔外科学概

論

口腔外科学特
論

口腔外科学

講義
口腔外科学特

論

口腔外科学概
論

口腔外科の歴史、概念の解説、口腔
外科疾患の概説

口腔外科学

口腔外科疾患の診断・治療の実習口腔外科学

口腔外科の歴史、概念の解説、口腔
外科疾患の概説

星准教授（30回）
口腔外科（A）
外来診療室

口腔外科疾患の診断学、治療学お
よび最新情報の解説

杉山教授（15回）
口腔外科学分野
医局

口腔外科疾患の診断学、治療学

実習
口腔外科学特

論

金 14:40～16:10
口腔外科学分野
医局

金 18:15～19:45
通年

 (30回）
2

口腔外科疾患の診断学、治療学実
習



専攻学科目名　補綴・インプラント学（含　高度臨床歯科医育成コース）
　　授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 近藤　尚知教授　（補綴・インプラント学講座）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

木 14:40～16:10
通年

 (30回）

咬合の治療と全身との関わり 古川講師(15回） 義歯外来診療室

冠橋義歯補綴
学

咬合面再構成症例における咬合の
改善

金村特任講師(15回）
伊藤助教（15回）

義歯外来診療室10:30～12:00

金 18:15～19:45
後期

(15回）

金
10:30～12:00
18:00～19:30

前期
(15回）

金

口腔インプラント
科診療室

最新補綴研究に必要とされる研究手
法

古屋准教授(5回)
野村助教(5回)
小林特任講師（5回）

補綴・インプラント
学講座研究室

高齢者の健康を担う補綴歯科治療
古川講師(15回）
田邊助教(15回）

義歯外来診療室

最新インプラント補綴に必要とされる
手法

講義・演習 高齢者歯科学
高齢者の補綴歯科診療、摂食・嚥下
障害の評価と歯科的対応

古屋准教授(10回)
野村助教(3回)
小林特任講師（2回）

補綴・インプラント
学講座研究室

通年
 (30回）

2 実習

2 講義・演習
有床義歯補綴

学

木
10:30～12:00
18:00～19:30

通年
(30回）

2 実習
インプラント補綴

学

2 実習
冠橋義歯補綴

学

義歯外来診療室

生体から見た歯冠修復材料
武部准教授（15回）
大平助教（15回）

義歯外来診療室実習
冠橋義歯補綴

学

実習
通年

 (30回）
2

木 10:30～12:00
通年

 (30回）
2

木 8:50～10:20
冠橋義歯補綴

学
下顎運動と咬合器 金村特任講師(30回）

義歯外来診療室

口腔インプラント適応症例の解析と
検討（症例検討）

近藤教授(15回)
鬼原講師(15回)

口腔インプラント
診療室

顎口腔機能障害とその回復方法の
実際

古川講師(30回）

口腔インプラント
学

18:15～19:45

水 18:15～19：45
通年

(30回）
4 演習・講義

水

水 13:00～14:30
通年

 (30回）
実習 顎口腔機能学

通年
(30回）

4 演習
インプラント補綴

学
口腔インプラントを用いた有床義歯
の適応症例の解析と検討

補綴・インプラント
学講座研究室・口
腔インプラント科
診療室

欠損分布の分類・評価、口腔周囲軟
組織軟組織の評価・分析、顎機能運
動分析、最新の欠損補綴理論と術式
を実践する

古屋准教授(15回)
野村助教(8回)
小林特任講師（7回）

義歯外来診療室

義歯外来診療室

近藤教授(15回)
鬼原講師(15回)

古屋准教授(15回)
鬼原講師(8回)
小林特任講師（7回）

欠損補綴に必要な骨移植などの、最
新の外科術式

義歯外来診療室

武部准教授（30回）
補綴・インプラント
学講座研究室

口腔インプラント治療に必要とされる
最新の理論と術式を実践する

水
13:00～14:30
20:00～21:30

通年
(30回）

2 実習
欠損補綴学概

論

近藤教授(15回)
鬼原講師(15回)

歯、歯列、口腔諸組織を含む顎口腔の形態、機能を回復し、健康を維持、増進するために必要な知識と技能の修得を目的に、少
数歯欠損・多数歯欠損・無歯顎症例の病態を解明するための診断法、研究手法、情報収集法を講義する。実習では、冠橋義歯・
有床義歯・インプラント義歯を用いた診療方法の選択と実際の手技を履修し、症例報告を行い、臨床に直結する研究について論文
を作成させる。

日本補綴歯科学会専門医、日本口腔インプラント学会専門医、日本摂食・嚥下リハビリテーション学会認定士

欠損補綴の診断・治療に関する基本的知識・臨床技能の評価、症例報告、レポート、口頭試問および出席さらに専門学会への参
加状況にそれぞれ評点を付し、総合的に評価する。

口腔インプラント
科診療室

顎口腔機能の理論とその障害 武部准教授（30回）
補綴・インプラント
学講座研究室

歯科補綴学研究における現状と将来

鬼原講師(15回)
三浦助教（15回）

講義
冠橋義歯補綴

学

1 実習
冠橋義歯補綴

学

金
10:30～12:00
18:00～19:30

後期
(15回）

2

2

月
14:40～16:10
18:15～19:45

通年
(30回）

2 口腔ｲﾝﾌﾟﾗﾝﾄ学

月

実習

13:00～14:30
18:15～19:45

通年
 (30回）

4

18:00～19:30
通年

 (30回）
4 講義 顎口腔機能学

火
14:40～16:10
18:00～19:30

通年
(30回）

2 実習
有床義歯補綴

学

全部床義歯補綴および部分床義歯
補綴に必要とされる最新の理論と術
式を実践する

古屋准教授(15回)
野村助教(8回)
小林特任講師（7回）

火
10:30～12:00
18:00～19:30

通年
(30回）

4 演習・講義
インプラント外科

学

火



専攻別学科目名　歯科矯正学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 三浦　廣行　教授　（口腔保健育成学講座歯科矯正学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

金 10:30～12:00

矯正歯科臨床と直結した内容で研究すべき問題点、それらの研究に関連した電気生理学的手法、下顎運動記録法、および歯の
移動のメカニズムや矯正力による生体反応などを講義する。演習では歯科矯正学に関する研究手法や論文の読み方・書き方など
の基本的事項を教育する。実習では外来での診療を通して高度の臨床技能・知識を身に付ける。これらの成果のレポートを英文
または邦文で作成させる。

日本矯正歯科学会認定医・専門医

矯正の診断・治療に関する基本的知識・臨床技能の評価、論文抄録・研究成果発表（学会発表等含む）演習結果のレポートと口頭
試問および出席状況にそれぞれ評点を付し総合的に評価する。

矯正力による生体反応、顎運動機能
の制御機構、歯科矯正学最新情報
など

月
14:40～16:10
18:15～19:45

通年
（全15回）

2 講義 歯科矯正学

火
14:40～16:10
18:00～19:30

前期
(15回）

1 実験・実習 歯科矯正学

木
14:40～16:10
18:00～19:30

通年
(全23回）

3 演習 歯科矯正学

通年
(30回）

2 実習 歯科矯正学

咬合診査・分類法、成長分析法、歯
列模型計測法、頭部Ｘ線規格写真計
測法、機能分析法、歯科矯正基本手
技・矯正装置製作法など①

清野准教授（4回）
金野講師(14回)
佐藤特任講師(12回)

歯科矯正学

金
14:40～16:10 通年

(30回）
2 実習 歯科矯正学

歯科矯正学分野
医局

矯正歯科外来診
療室

清野准教授（5回）
金野講師(13回)
佐藤特任講師(12回)

清野准教授(4回)
金野講師(11回)
佐藤特任講師(8回)

歯科矯正学分野
医局

金 18:15～19:45
通年

(全23回）
3 演習 研究経過の検討会・論文抄読会など

咬合診査・分類法、成長分析法、歯
列模型計測法、頭部Ｘ線規格写真計
測法、機能分析法、歯科矯正基本手
技・矯正装置製作法など②

矯正歯科外来診
療室

歯科矯正学分野
研究室

研究経過の検討会・論文抄読会など

三浦教授（15回）
歯科矯正学分野
医局

統計データ処理法、顎運動解析法、
咀嚼機能測定法、骨塩量測定法、体
平衡機能測定法、三次元形状測定
法、実験動物科学など

清野准教授（3回）
金野講師(6回)
佐藤特任講師(6回)

清野准教授（4回）
金野講師(10回)
佐藤特任講師(9回)



専攻別学科目名　小児歯科学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 田中　光郎　教授　（口腔保健育成学講座小児歯科学分野）　　　　　　

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

小児の健全な顎口腔機能を育成するための理論や方法を講義し、それを障害する異常や疾病についての診断法、治療法を実習
を通して身につける。演習では、小児歯科学の最新情報についての論文を抄読することによって、文献の検索法、その重要性の
判断、論文の書き方などを教育する。また、症例検討を通じて、臨床での課題を認識しその解決法を自分のものとしうる能力を養
う。

小児歯科専門医

月
8:50～10:20
18:00～19:30

通年
(30回）

2 実習

演習での報告、レポート、口頭試問、臨床技能に評点を付し、授業、実習、演習への出席や討論への参加の積極性を考慮して、総
合的に評価する。

小児歯科学 小児咬合誘導法 田中教授（30回）
小児歯科外来

診療室

火
8:50～10:20
18:00～19:30

前期(8回）
後期（15回）
【全23回】

3 演習 小児歯科学 論文抄読・研究発表 齋藤講師（23回）

水
8:50～10:20
18:00～19:30

後期
 (15回）

2 講義

小児歯科学分野
医局

水

小児歯科学

8:50～10:20
18:00～19:30

前期
(15回）

2 講義 小児歯科学

金
8:50～10:20
18:15～19:45

後期(隔週
全8回）

1 演習 小児歯科学

小児歯科学分野
医局

小児歯科疾患の診断と治療（1） 田中教授（15回）

症例検討
小児歯科学分野

医局

小児歯科疾患の診断と治療（2） 田中教授（15回）
小児歯科学分野

医局

齋藤講師（8回）



専攻別学科目名　歯科放射線学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間
単位
数

授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

東海林講師（15回）
泉澤講師（15回）

放射線診断学

東海林講師（15回）
泉澤講師（15回）

歯科放射線科専門医・指導医

2

歯科医師に必要な電離および非電離放射線の有効かつ安全な利用について、知識・技能および態度を習得する。
口腔領域のCT・MRIをはじめ、超音波検査やPETを用いた画像診断法の基礎的知識を習得する。
口腔領域で用いられる画像診断装置を用い、実際の撮影と読影ができる。
歯科放射線学に関する論文の読み方を習得する。

読影レポートと観察記録、口頭試問、出席を総合的に評価し、成績評価点とする。

小豆嶋教授（15回）
東海林講師（15回）

小豆嶋教授（15回）

小豆嶋教授（15回）
東海林講師（15回）

実習土

撮影室・読影室

撮影室・読影室

歯科放射線学

放射線診断学・放射線治療学・放射
線生物学

歯科放射線学の実習

歯科放射線学

東海林講師（8回）
泉澤講師（7回）

歯科放射線学の実習金 13:00～16:10

18:00～19:30
通年

 (30回）

実習

放射線防護と放射線診断学の実習

実習木

通年
 (30回）

4

水 8:50～10:20
通年

(30回）
4 講義

18:15～19:45

火 18:00～19:30

月 歯科放射線学 論文抄読

撮影室・読影室

大学院歯学研究
科演習室

4 講義 歯科放射線学
放射線診断学・放射線治療学・放射
線生物学

2

小豆嶋　正典　教授（口腔顎顔面再建学講座　歯科放射線学分野）

大学院歯学研究
科演習室

大学院歯学研究
科演習室

通年
(30回）

8:50～12:00
第1・第4土
曜日      開
講、全15回

2

通年
 (15回）

演習

歯科放射線学



専攻別学科目名　歯科麻酔学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 城　茂治　　教授（口腔顎顔面再建学講座歯科麻酔学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

演習結果（症例報告）、レポート、臨床技能、口頭試問および出席状況等総合的に評価する。      

火

火

木

木

内丸・歯科
麻酔科外来

8：50～12：00

歯科患者の全身管理の実習

内丸・
歯科麻酔学
分野医局

通年
(15回）

1

通年
 (30回）

4

中央手術室

中央手術室

通年
（15回）

1 実習
内丸・歯科
麻酔科外来

内丸・
歯科麻酔学
分野医局

城教授（5回）
佐藤准教授（5回）
佐藤講師（5回）

精神鎮静法の実習

8：50～12：00
後期

(15回）
2 実習

4 講義

18：00～19：30

8：50～10：20

18：15～19：45
精神鎮静法に関する基礎と臨床全
身麻酔学全般

城教授（12回）
佐藤准教授（10回）
佐藤講師（8回）

有病者歯科学

通年
(30回）

月

城教授（15回）

精神鎮静法学
全身麻酔学

月

8：50～10：20

全身麻酔学

全身麻酔学

実習

全身麻酔の実習
佐藤准教授（10回）
佐藤講師（5回）

城教授（6回）
佐藤准教授（14回）
佐藤講師（10回）

歯科患者の全身管理に関する基礎
と臨床
疼痛性疾患、麻痺性疾患、痙攣の基
礎と臨床

歯科麻酔臨床の柱である全身麻酔法、局所麻酔法、全身管理法、精神鎮静法、疼痛管理法について臨床的有効性について実習
を通して体験し、これに関する基礎的知識、最新情報について講義し、これらを裏付けるための臨床研究、基礎研究のテーマを自
ら探求し、具体的な研究法へと連携するための思考力、態度および知識を習得する。

日本歯科麻酔学会認定医・専門医・指導医、日本障害者歯科学会認定医、指導医

後期
(15回）

四戸特任講師（8回）
遠藤助教（７回）

精神鎮静法学

全身麻酔の実習

講義

実習

全身管理学
疼痛管理学

2



専攻別学科目名　障害者歯科学（含　高度臨床歯科医育成コース）
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 久慈　昭慶　准教授　（総合歯科学講座　障害者歯科学分野）

　　○　資格取得等について

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間
単位
数

授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

10:30～12:00

18:15～19:45

10:30～12:00

18:15～19:45

10:30～12:00

18:15～19:45

障害者歯科
研究室

各種障害を持った患者に対する診断
と治療

各種障害を持った患者に対する診断
と治療

障害者歯科
研究室

8:50～12:00

障害者歯科治
療学

熊谷助教（15回）

10:30～12:00

18:00～19:30

10:30～12:00

演習

各種障害を持った患者に対する診断
と治療

18:00～19:30

通年
 (30回）

4 演習 全身管理学

障害者歯科治
療学

木

木
後期

(15回）

後期
(15回）

障害者歯科における診断、治療法を身につける。演習では、障害者歯科関連の論文を抄読させることによって、文献の検索法、重
要性の判断、論文の書き方などを教育する。また、症例検討を通じて、臨床での課題を認識しその解決法を探る能力を養う。

久慈准教授（30回）

火
前期

(15回）
2 演習

障害者歯科治
療学

月 2 実習

久慈准教授（8回）
熊谷助教（7回）

歯科治療中の全身管理，特に呼吸と
循環について

各種障害を持った患者に対する診断
と治療

障がい者歯科
外来

土
通年(第1・
第4土曜日)

全15回
2 実習

障害者歯科治
療学

金

2

久慈准教授（15回）

2 演習
障害者歯科治

療学

前期
(15回）

通年
(30回）

2

4

各種障害を持った患者に対する診断
と治療

障がい者歯科
外来

臨床に関する基本的知識・臨床技能および論文抄録・研究成果発表（学会発表等含む）などの演習結果，口頭試問，出席状況に
それぞれ評点を付し総合的に評価する。

通年
(30回）

外来日帰り麻酔の実技
麻酔学（日帰り

麻酔）

障害者歯科学会認定医・指導医，歯科麻酔学会認定医・専門医

水 演習 障害者歯科学 研究経過の検討会・論文抄読会など

演習火
障害者歯科
研究室

久慈准教授（30回）
障害者歯科
研究室

障害者歯科
研究室

久慈准教授（30回）
障害者歯科
研究室

熊谷助教（15回）

久慈准教授（15回）



専攻別学科目名　歯科内科学
   授業の概要

　　○　授業の目的（目標）

　　○　担当責任者 中居　賢司　　教授　（口腔医学講座　関連医学分野）

　　○　成績評価

　　　１．２．３年

曜日 時間 期間 単位数 授業区分 科目 授業内容等 担当者
場所：

内丸キャンパス

1 歯科内科学

金 9:30～12:00 通年(30回） 3

木 15:00～17:00 通年(15回）

歯科内科研究室

実習 歯科内科学

歯科内科学の実習
心筋梗塞例、Ｂｒｕｇａｄａ症候群での
高分解能心電図解析

中居教授（15回）
循環器医療セン
ターBF1心臓磁界
検査室

歯科内科学の外来実習
心筋梗塞例、致死的不整脈例、抗凝
固療法施行例

中居教授（15回）
循環器医療セン
ター外来（2Ｆ）

実習

中居教授（15回）
歯科内科学研究
室

水 18:00～19:30 通年(15回） 2 演習 歯科内科学 研究経過の検討会・論文抄読会など 中居教授（15回）

歯科内科学の実習
PM・ICD装着例での高分解能心電図
解析

中居教授（15回）
循環器医療セン
ター心臓磁界検
査室（BF1)

火 14:00～16:30 通年(15回） 1 実習 歯科内科学

歯科内科学

遺伝子多型解析の実習

歯科医師にとって必要な循環器疾患および全身疾患を研究すべき問題点、それらの研究に関連した最新の研究の進歩、高分解
能心電図解析法、および個別化医療の基盤となる薬剤代謝遺伝子多型解析法などを講義する。実習では循環器外来での診療と
検査を通して高度の臨床技能・知識を身に付ける。また、症例検討を通じて、臨床での課題を認識しその解決法を自分のものとし
うる能力を養う。演習では、内科学の最新情報についての論文を抄読することによって、文献の検索法、その重要性の判断、論文
の書き方などを教育する。

演習結果（症例報告）、レポート、臨床技能、口頭試問および出席状況等総合的に評価する。

月 15:00～17:00 通年(15回） 2 演習



平成２５年度大学院共通教育プログラム 

一般目標（講義・演習） 

 生命科学研究における体系的な知識や研究能力を習得するために、各専攻領域に共通する幅広い素養や自

主性、知識・技術を涵養する。 

単位数 3単位  第 1学年（必修）、第 2、3、4学年 

※1年次に履修できない場合は、2年次以降に履修するものとする。 

講義・演習日程                  

コマ数 担当者 ユニット名 
一般目標 到達目標 

4 月 10 日(水) 

18：15～19：45 

4階 

第 2講義室 

三浦教授 

 

(歯学研究 

科長) 

オリエンテーション 

 

 

大学院共通教育プログラムの主旨および単

位取得法が理解できる。 

 

 

 

 

4 月 11 日(木) 

17：15～18：45 

4階 

セミナー室 

城 教授 

 

(口腔顎顔面再

建学講座歯科

麻酔学分野) 

研究者としての倫理 

 

研究を行うにあたって必

要な適正な研究費使用上

の倫理について理解し、

その利用法についても習

得する。 

1.研究費使用上の倫理を説明できる。 

2.研究費の種類を挙げることができる。 

3.試薬等必需品の発注伝票を作成できる。 

4.実験で使用した廃棄物を適正に処理でき 

る。 

 

 

 

 

4 月 12 日(金) 

18：15～19：45 

4階 

第 1講義室 

水城教授 

 

(口腔顎顔面再

建学講座口腔

外科学分野） 

承認が必要な実験と研究

共同施設（１） 

 

歯科医学研究における倫

理規範を理解する。 

1.歯科医学研究における倫理について概説

できる。 

2.歯科医学研究において遵守すべき倫理規

範について概説できる。 

3.研究承認申請書を作成できる。 

4.申請手続きについて概説できる。 

 

 

 

 

4 月 16 日(火) 

18：00～19：30 

4階 

第 1講義室 

加藤教授 

 

(薬理学講座 

病態制御学 

分野） 

 

承認が必要な実験と研究

共同施設（２） 

 

動物実験を開始するため

に必要な基本的事項を理

解する。 

1.適切な実験動物の取扱いができる。 

2.動物愛護の基本を説明できる。 

3.動物実験計画書を作成できる。 

 

 

 

 

4 月 18 日(木) 

18：00～19：30 

4階 

セミナー室 

石崎教授 

 

（生化学講座 

細胞情報科学

分野) 

承認が必要な実験と研究

共同施設（３） 

 

組換え DNA 実験に関する

知識を得る。実験計画申

請書の作成法を習得す

る。 

1.組換え DNA 実験に相当する実験を判別で

きる。 

2.機関承認実験（微生物使用組換え実験、組

換え動物作成実験等）において執るべき

拡散防止措置ならびに必要な施設と実験

設備について概説できる。 

3.組換え DNA 実験の種類に応じて適切な実

験計画申請書を作成できる。 



コマ数 担当者 ユニット名 
一般目標 到達目標 

4 月 15 日(月) 

18：15～19：45 

4階 

セミナー室 

 

4 月 17 日(水) 

18：15～19：45 

4 月 19 日(金) 

18：15～19：45 

4階 

第 1講義室 

岸准教授 
(4月 15日担当） 

相澤助教 
(4月 17日、19

日担当） 

 

(口腔医学講座

予防歯科学分

野) 

 

実験計画法 

 

合理的な実験方法をデザ

インし、結果を適切に解

析する方法を理解する。 

1.実験計画法の目的を説明できる。 

2.統計学的判定の考え方を説明できる。 

3.平均の推定と検定を実行できる。 

4.分散分析について説明できる。 

5.一元配置分散分析を実行できる。 

 

4 月 22 日(月) 

18：15～19：45 

4階 

セミナー室 

八重柏教授 

藤原助教 

 

(歯科保存学講

座歯周療法学

分野) 

プレゼンテーション技法

（１） 

 

プレゼンテーションの方

法について理解する。 

 

1.論理的な発表構成を説明できる。 

2.論理的な発表ができる。 

 

4 月 23 日(火) 

18：15～19：45 

4階 

第 1講義室 

 

 

木村教授 

 

(微生物学講座

分子微生物学

分野) 

承認が必要な実験と研究

共同施設（４） 

 

岩手医科大学共同研究施

設の概略と利用法につい

て理解する。 

1.医歯薬総合研究所，アイソトープ研究室，

MRI，動物実験センター等の共同研究施設

の概略について説明できる。 

2.利用登録手続を含めた岩手医科大学共同

研究施設の利用法について説明できる。 

4 月 24 日(水) 

18：15～21：45 

 

図書館 1階 

情報教室 

 

4階 

第 1講義室 

中居教授 

 

(口腔医学講座

関連医学分野)  

 

小豆嶋教授 

 

(口腔顎顔面再

建学講座歯科

放射線学分野) 

文献検索法 

 

研究を遂行するために必

要な文献を検索し、入手

するための技能を習得す

る。 

1.学内 LAN経由で Ovid SPにアクセスし、医

学文献を検索できる。 

2．検索から得られた洋雑誌を図書館で探し、

必要な文献をコピーできる。 

3.学外文献のコピー依頼を図書館に申込み

できる。 

4.学内 LAN を利用して電子ジャーナルにア

クセスし、文献をダウンロードできる。 

 

4 月 26 日(金) 

18：15～20：15 

5 月 1 日(水) 

18：15～20：15 

5 月 8 日(水) 

18：15～20：15 

4階 

第 1講義室 

田中教授 

(4月 26日担

当) 

 

齋藤講師 

(5月 1日、8日

担当) 

(口腔保健育成

学講座小児歯

科学分野) 

プレゼンテーション技法

（２） 

 

研究データを的確に解析

するために、Excelの基本

的活用法を習得する。 

1.Excelによる研究データ表が作成できる。

2.Excelによる表計算ができる。 

3.Excelによる統計計算ができる。 

4.Excelによるグラフ作成ができる。 

 

 

 

5 月 10 日(金) 

18：15～20：30 

5 月 13 日(月) 

18：15～20：30 

4階 

第 1講義室 

田邉助教 
 (5月 10日担当） 

澤田助教 
(5月 13日担当） 

 

(補綴・インプ

ラント学講座) 

プレゼンテーション技法

（３） 

 

PowerPoint によるプレゼ

ンテーションの方法を理

解する。 

1.レイアウト、デザインの設定、変更ができ

る。 

2.図、表の挿入、変更ができる。 

3.アニメーションの設定ができる。 

4.ハイパーリンクを挿入できる。 

5.スライドショーの設定ができる。 

6.ノートと配布資料を作成できる。 



コマ数 担当者 ユニット名 
一般目標 到達目標 

5 月 15 日(水) 

18：15～20：15 

4階 

第 1講義室 

 

 

藤村教授 

 

(解剖学講座 

機能形態学 

分野) 

 

小豆嶋教授 

(口腔顎顔面再

建学講座歯科

放射線学分野) 

 

 

 

プレゼンテーション技法

（４） 

 

効果的なプレゼンテーシ

ョンをするために、PC を

用いた画像処理の知識と

技能を修得する。 

1.画像ファイルの拡張子を列記する。 

2.画像階調度と画素を定義する。 

3.PhotoShop(-element)を用いて以下の処理

を実行する。 

・画像データを適切な画像階調度および画

像サイズに変換する。 

・基画像にいくつかのレイヤーを重ねる。 

4.Windows用 dicom viewer[i-View]、あるい

は Mac用 dicom viewer[OsiriX]を用いて、

コーンビーム CT データから MPR（多平面

再構築画像）処理を行う。 

  

5 月 20 日(月) 

18：15～19：45 

4階 

第 1講義室 

武部准教授 

 

(補綴・インプ

ラント学講座) 

学術論文の構成（１） 

 

学術論文に関する専門的

知識を習得する。 

1.総説・原著・症例報告の違いを説明できる。 

2.学術論文の倫理規定を説明できる。 

 

 

 

 

 

5 月 22 日(水) 

18：15～19：45 

4階 

第 1講義室 

杉山教授 

 

(口腔顎顔面再

建学講座口腔

外科学分野) 

学術論文の構成（２） 

 

岩手医科大学歯学雑誌を

例にして学術論文の作

成・投稿方法を理解する。 

1.論文の構成を説明することができる。 

2.投稿規定に沿った論文を記述することが

できる。  

 

 

 

1 コマ 

（日時未定） 

 特別講演会・セミナー 1.研究発表方法等について説明ができる。 

 

 

 

 

講義・演習日程 

研究手法の概略（選択制）について 

 次の５つのコースから必ず１コースを履修しなければならない。 

 １、細胞再生系コース  ２、細胞形態学コース  ３、遺伝子解析コース 

 ４、生理学コース    ５、材料学コース 

コマ数 担当者 ユニット名 
一般目標 到達目標 

4 月 30 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 2 日(木) 

18：45～20：15 

5 月 7 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 9 日(木) 

18：45～20：15 

 

※会場：矢巾 

キャンパス 

原田教授 

藤原講師 

 (解剖学講座

発生生物・再生

医学分野) 

 

佐々木准教授 

 (微生物学講

座分子微生物

学分野) 

 

研究手法の概略 

（細胞再生系コース） 

 

細胞培養を使った機能的

な実験系が立案でき、簡単

な培養法を習熟する。 

1.細胞培養法を用いた研究方法の利点、欠

点が理解できる。 

2.細胞の培養法の概略が理解できる。 

3.細胞の観察法が理解でき、実践できる。 

4.細胞の継代、保存、解凍ができる。 

5.組織から細胞を分離して培養できる。 

 

 

 

 

 

 



コマ数 担当者 ユニット名 
一般目標 到達目標 

5 月 14 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 16 日(木) 

18：45～20：15 

5 月 21 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 23 日(木) 

18：45～20：15 

 

 

※会場：矢巾 

キャンパス 

平准教授 

( 医 療工 学講

座) 

 

 

 

研究手法の概略 

（材料学コース） 

 

材料の結晶構造や表面の

化学構造・分子情報を解析

する機器分析の原理と使

い方の基本、応用事例を学

ぶとともに、修復材料と歯

質の接着強度を評価する

ための引張接着試験の具

体的方法、試料条件、試験

条件、評価の仕方を学ぶ。 

1.X線回析装置の原理、回折パターンと結晶

構造の関係を説明できる。 

2.X線光電子分析装置の原理を説明し、スペ

クトルから表面化学構造を読むことがで

きる。 

3.フーリェ変換赤外分光々度計の原理を説

明し、スペクトルから分子情報を説明す

ることができる。 

4.引張接着試験の具体的方法を説明でき

る。 

5.試験結果および破断様式から、接着評価

の仕方を説明できる。 

 

 

4 月 30 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 2 日(木) 

18：45～20：15 

5 月 7 日(火) 

18：45～20：15 

 

 

※会場：矢巾 

キャンパス 

武田教授 

佐藤講師 

三上特任講師 

(病理学講座病

態解析学分野) 

研究手法の概略 

（細胞形態学コース） 

 

1.形態研究の意義を理解

する。 

2.基本的な組織標本の作

製法を知る。 

3 免疫染色の必要性を理解

する。 

 

1.細胞形態やその変化が病態を反映してい

ることを解釈できる。 

2.検体の扱いを説明できる。 

3.一般的な顕微鏡標本の作製過程を説明で

きる。 

4.光顕および電顕的検索の必要性を説明で

きる。 

5.免疫染色の原理理解し、実施できる。 

 

 

 

5 月 21 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 23 日(木) 

18：45～20：15 

5 月 28 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 30 日(木) 

18：45～20：15 

 

 

※会場：矢巾 

キャンパス 

木村教授 

佐々木准教授 

下山助教 

(微生物学講座

分子微生物学

分野) 

 

 

帖佐助教 

(生化学講座細

胞情報科学分

野) 

田村講師 

（薬理学講座

病態制御学分

野） 

研究手法の概略 

（遺伝子解析コース） 

 

遺伝子解析法をはじめと

する最新の分子生物学的

研究手技／手法を体得す

るとともに，その歯科医学

研究への応用法を理解す

る。 
 

1.培養細胞および生体組織試料から RNA
を抽出し，RT-PCR，real-time PCR によ

り，標的タンパク質発現を解析できる。 

2.大腸菌発現系より，プラスミドの抽出，

PCR の後，DNA シーケンサーを用いて

標的 DNA の塩基配列を解析できる。 

3.ヒト／実験動物からのプラークサンプル

を採取し，PCR により遺伝子解析でき

る。 

4.最新の分子生物学的研究手技／手法の歯

科医学研究への応用法について説明でき

る。 

 

 

 

 

5 月 28 日(火) 

18：45～20：15 

5 月 30 日(木) 

18：45～20：15 

6 月 4 日(火) 

18：45～20：15 

6 月 6 日(木) 

18：45～20：15 

 

 

※会場：矢巾 

キャンパス 

佐原教授 

成田講師 

深見助教 

 

(生理学講座病

態生理学分野) 

 

研究手法の概略 

（生理学コース） 

 

生体の興奮性組織から電

気現象を記録できる。 

1.興奮性組織の性質を説明できる。 

2.脳波、筋電図、心電図、細胞外記録、細

胞内記録、単一チャンネル記録などの電

気現象記録の原理を説明できる。 

3.記録した電気現象の説明ができる。 

 

 

 

 

 



会場 矢巾キャンパス 
細胞再生系コース：解剖学講座発生生物・再生医学分野研究室 

   細胞形態学コース：病理学講座病態解析学分野研究室 
   遺伝子解析コース：微生物学講座分子微生物学分野研究室 
   生理学コース  ：生理学講座病態生理学分野研究室 
   材料学コース  ：医療工学講座研究室 
 
単位認定方法 

観察記録・提出物・出席を考慮し、主科目の担当教授により評価する。 
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